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大町海山の蛇紋岩
－伊豆・小笠原弧の基盤リソスフェアの性質－

新井田清信＊１ 湯浅　真人＊２ 西村　　昭＊３ 富士原敏也＊４ 渡辺　暉夫＊１

伊豆･小笠原弧中央部の大町海山基底部から上部マントルかんらん岩に由来する蛇紋岩とその関連岩石が採取された（「し

んかい6500」潜航調査：ダイブ#341・#571・#575）。これらは，伊豆･小笠原弧のリソスフェア深部を代表する岩石である。蛇紋

岩中に含まれる初生的かんらん石や斜方輝石・単斜輝石コアの化学組成は，やや涸渇したレルゾライト質上部マントルの性質

を示す。これは，著しく涸渇した太平洋Hess Deepや伊豆－小笠原－マリアナ前弧海域のかんらん岩とは明らかに異なっており，

また，肥沃なかんらん岩で特徴づけられる大陸性かんらん岩や大陸分離初頭のリソスフェア深部を代表する南極B海山・

Zabargad島のかんらん岩とも違いがある。やや涸渇しているものの涸渇度の低い「大陸縁辺部」の深部リソスフェアに由来して

いる可能性がある。
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Serpentinites from Ohmachi Seamount: 

Origin of basement lithosphere of the Izu-Ogasawara Arc
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Serpentinites derived from the upper mantle peridotites have been obtained from the basal slope of Ohmachi seamount, Izu-

Ogasawara Arc (Dives #341, #571, and #575 of SHINKAI6500), which represent rocks of the deep-seated basement lithosphere of

the arc. Primary constituent minerals in the serpentinites have a compositional range different from those in highly depleted upper

mantle peridotites such as Hess Deep and fore-arc ophiolites of Izu-Ogasawara-Mariana. The serpentinites might bave been originat-

ed from a slightly depleted upper mantle beneath a continental margin.
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1. はじめに
伊豆・小笠原弧は，教科書的に典型的な「海洋性島弧」

の1つと見なされてきた（例えば，Wilson, 1989）。海洋性島

弧の地球科学は，島弧成長史，なかでも島弧の発生と進化

の解明にとって重要である。また，島弧成長のプロセスは大

陸地殻の形成プロセスでもあり，主に北部伊豆・小笠原弧

の成長史や成長プロセスを事例に大陸地殻形成について

議論されている（Suyehiro et al., 1996；Taira et al., 1998）。し

かし，これまで，海洋性島弧発生を知るためのキーストーン

「海洋性島弧リソスフェアの深部の岩石」の岩石学的情報が

極めて少なかった。海洋性島弧の火山体そのものを構成す

る岩石のサンプル入手については比較的容易であるが，火

山体の基盤をつくる岩石については，そのサンプル入手が

困難なためである。

最近，「しんかい6500」による潜水調査（ダイブ#341）で，大

町海山南部の西側斜面基底部から上部マントル起源の蛇紋

岩を採取された（湯浅ほか，1999a）。湯浅ほか（1999a）は，

大町海山から得られている地質年代資料（湯浅ほか，1999b）

を参照しつつ，大町海山蛇紋岩の由来について「パレスベラ

海盆の初期リフティングの際に断片化され，現在の西之島ト

ラフ底の一部を構成していた上部マントルかんらん岩」と考

えた。また，西之島トラフの下から蛇紋岩ダイアピルが定置

するきっかけとなった構造運動としては，約2Ma頃に起こっ

たスミス・鳥島リフトのリフティングと一連の弧内リフティング

を想定した。

大町海山蛇紋岩サンプルは，2000年9月に実施された「よ

こすか／しんかい6500」YK0008_Leg1航海の潜航調査（ダ

イブ#571・#575）でも多数採取され，急増した（富士原ほか，

2001）。大町海山蛇紋岩としては，上部マントル起源のかん

らん岩のほかに，マグマ溜まりでできたと思われる超苦鉄質

キュムレイトも多数採取されている。この報告では，これまで

に得られている大町海山蛇紋岩について，産状・岩石記載

の特徴および初生的な構成鉱物の化学組成データを示し，

蛇紋岩の性質とその起源について述べる。

2. 大町海山の地質と蛇紋岩サンプル採取地点
伊豆・小笠原弧は，孀婦岩構造線によって2分され，その

南部と北部とでは海底地形や震源分布，フロント火山構成

岩石の化学組成の特徴が異なっている（Yuasa, 1985）。西

之島トラフがこの構造線に沿って北北東－南南西に拡がり，

大町海山はこの北端に位置している（図1）。大町海山の近

くには7つの海山（七曜海山列）が伊豆・小笠原弧の火山フ

ロントに沿ってほぼ直線的に並び，大町海山は，その列から

前弧側にわずかに外れて位置する海山である（図1）。

大町海山は，北側の本体部分と南側の半島状部分から

できている。大町海山の本体部分は，主にカルクアルカリ質

安山岩から構成される。そのドレッジ試料のK-Ar年代（湯

浅ほか，1988）によれば，古第三紀前期漸新世と古く，パレス

ベラ海盆拡大以前の古九州－パラオ海嶺（古伊豆・小笠原

弧）の上に形成された古い火山体である（湯浅ほか，1999b）。

この年代は，大町海山本体の石灰質砂岩中の化石年代

（Nishimura, 1992）および石灰質岩のSr同位体年代（西村ほ

か，1997）からも指示されている。また，ドレッジ試料の中に

変成岩が認められ，パレスベラ海盆のリフティングに先立って

存在した海洋性島弧の基盤岩の一部であったとみなされた

（Yuasa et al., 1992）。

大町海山の南側半島状部分の基底部に蛇紋岩が露出

し，これをタービダイト堆積物および下部中新世後期の有孔

虫化石を含むシルト岩が覆っている（「しんかい6500」潜航

調査#341：湯浅ほか，1999b）。蛇紋岩を被覆する堆積岩は，

中新世後期に西之島トラフの海底に堆積したと考えられる

ので，蛇紋岩は，堆積後の構造運動（弧内リフティング）に

よって上昇・定置したと考えられる（湯浅ほか，1999a）。

「よこすか／しんかい6500」YK0008_Leg1航海の潜航調

査（ダイブ#571）は，大町海山の南側半島部分の西側斜面

（図2および3）で実施された。ダイブ#571の測線は，ちょうど

1996年の潜航調査（ダイブ#341）に並行する（図2）。蛇紋岩の

露岩は，西側斜面基底部の水深約3,480m～3,100mにかけ

て分布する（図3）。斜面の平均斜度は約22度である。 #571

潜航では，西之島トラフ底に着底し，図3の潜航調査トラック

の地点1-10で試料採取を行った。このうち，地点1-7で蛇紋

岩が採取され，地点8では角閃岩，地点9-10で凝灰岩・凝灰

質シルト岩が採取された。角閃岩の露頭の周囲には蛇紋岩

が露出し，これを凝灰質の堆積岩が緩傾斜で被覆している。
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図1 伊豆－小笠原弧，大町海山の位置図。枠線は，拡大図（図2）

の範囲を示す。

Fig. 1 Simplified map of the Izu-Ogasawara Arc, showing location of

the Ohmachi Seamount (SMT). Box shows the area of Fig. 2.
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大町海山の潜航調査 
（2000.9.1-21 YK0008クルーズ：ダイブ#570, #571, #575） 

#570

#575

#571
#341

D732

D731

D794

火曜海山 火曜海山 

大町海山 大町海山 

月曜海山 月曜海山 

図2 大町海山の海底地形図（坂本ほか，2001）。2000年しんかい6500潜航調査

（#570，#571，#575）位置を示す。ピンクは，以前に実施された潜航調査（#341）

およびドレッジサイト（D731，D732，D794）。

Fig. 2 Bathymetric map of the Ohmachi Seamount and the surrounding area (Sakamoto et

al., 2001), showing locations of the dive tracks of #570, #571, and #575. Pink marks

show the previous dive track #341 and the dredge sites D731, D732, and D794.
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図3 しんかい6500潜航調査#571ダイブトラック。試料採取地点1～8および採取された岩石タイプを示す。

Fig. 3 Track of the Shinkai 6500 #571 DIVE, showing the Sampling Site No. 1 to 8 and the rock types sampled.
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3. 蛇紋岩の産状
大町海山蛇紋岩の分布域は，しんかい6500潜航調査

（#571）のダイブトラック（図3）のように，西側斜面基底部の水

深約3,480m～3,100mである。蛇紋岩の露出は，しんかい

6500着底地点のトラフ底に直接する海山西側斜面の基底部

分からはじまり，水深約3,480m～3,300m（試料採取地点1～

5）にかけて広大な露岩地帯をつくる。この部分の蛇紋岩は，

全体的に塊状で，激しい剪断や極端な粘土化変質を受け

ていない（写真1）。水深約3,300m～3,200m（試料採取地点6

～7）の蛇紋岩は，著しく粘土化しており，塊状蛇紋岩ブロッ

クを埋めるように灰白色の基質部分が広範囲に観察され

た。灰白色の基質部分のサンプルは採取されていないが，

蛇紋石のほかに滑石やトレモライトが多量に含まれていると

思われる。

潜航調査（#571）のダイブトラック（図3）にある試料採取地

点8で，角閃岩が採取された。この角閃岩は，角閃石の片理

が明瞭な片状角閃岩で，露頭でも，片理にそって割れ目が

はいり，容易に片状構造が観察される（写真2）。角閃岩の

露頭の周囲には，粘土化の著しい蛇紋岩の露出が確認さ

れているので，この角閃岩は蛇紋岩体中に含まれる岩石で

あると判断される。しかし，#571潜航調査では角閃岩の境

界部分の観察ができなかったために，角閃岩の産状からは

蛇紋岩との成因関係を特定できない。かんらん岩中に貫入

してできた角閃岩岩脈か，あるいは蛇紋岩中の異起源・異

地性の包有ブロックか，2つの可能性が考えられる。

蛇紋岩は，水深約3,100m付近で泥質の堆積岩に覆われ

る。試料採取地点9では淡灰色の凝灰質泥岩，試料採取地

点10では変質した軽石片を多数含む軽石凝灰岩も採取さ

れている（図3）。蛇紋岩を被覆する直接の関係は#571ダイブ

では観察されていないが，蛇紋岩のみかけの上位に堆積岩

が露出する同様の露出関係は，#571に並行する#341の調査

でも認められている（湯浅ほか，1999a）。また，今回，#571と

同様に半島状部分の西側斜面で実施された潜航調査

（#575）でも，水深約3,400mの基底部付近で蛇紋岩が採取

され，水深約3,200m付近で火山砕屑性の礫質～泥質堆積

物が採取されている。

4. 岩石記載
今回採取された蛇紋岩サンプルは，全体的に著しく変質

した蛇紋岩である。最も新鮮なサンプルでも50％程度の変

A

B

写真1 大町海山蛇紋岩の露頭写真。しんかい6500潜航調査（ダイブ#571）

A：試料採集地点1（試料番号：6K#571R001）2000.9.4＿13:00:17

B：試料採集地点2（試料番号：6K#571R002）2000.9.4＿13:20:23

Photo 1 Outcrop of serpentinite on the western slope of Ohmachi SMT. 

A : Site No. 1 (Sample No. 6K#571R001). 2000.9.4＿13:00:17

B : Site No. 2 (Sample No. 6K#571R002). 2000.9.4＿13:20:23

A

B

写真2 大町海山蛇紋岩の角閃岩の露頭写真。しんかい6500潜航

調査（ダイブ#571）

試料採集地点8（試料番号：6K#571R008）

A：2000.9.4＿15:04:00，B：2000.9.4＿15:09:00

Photo 2 Outcrop of amphibolite on the western slope of Ohmachi 

SMT. Sampling

site No. 8. Sample No. 6K#571R008.

A : 2000.9.4＿15:04:00，B : 2000.9.4＿15:09:00
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質鉱物（主に蛇紋石）を含む。2つの原岩タイプが識別される。

1つは，原岩が上部マントル起源のかんらん岩であると考えら

れるタイプで，初生的な残存鉱物としてかんらん石・斜方輝

石・単斜輝石・スピネルを含む。もう1つのタイプは，主にかん

らん石・単斜輝石からなるウェールライト～かんらん石単斜輝

岩～単斜輝岩で，明瞭なキュムレイト組織を示す。

4.1. 蛇紋岩（原岩タイプ：上部マントル起源のかんらん岩）
原岩のかんらん岩の特徴・性質を知るために，ここでは初

生的な残存鉱物を含む蛇紋岩の鏡下観察結果を記載する。

採取された蛇紋岩試料の蛇紋岩化（2次的な加水変質作用）

の程度は，およそ50-100％であり，新鮮なものでも，50％以上

の蛇紋石・磁鉄鉱，さらに低温変質でできた粘土鉱物・鉄酸

化物など2次的な変質鉱物を含む。蛇紋石は，初生的な鉱

物の粒間やクラックを埋めており，変質の弱い試料でも，マッ

ト状に初生鉱物を置換する。このために，初生的な鉱物

モードを鏡下で測定し，原岩タイプを正確に特定することは

困難である。大町海山の蛇紋岩の中に，初生的なかんらん

石・斜方輝石・単斜輝石・スピネルを残存するタイプが認めら

れる。ここでは初生的な鉱物の組み合わせから（正確な鉱

物モード組成は決められないが）レルゾライト質蛇紋岩と呼

ぶことにする（写真3）。後述するが，構成鉱物の化学組成か

らも「やや涸渇したレルゾライト質かんらん岩」とみなされる。

レルゾライト質蛇紋岩に含まれる初生的かんらん石は，極

めて粗粒で，多くは長径0.5-6mm。最大で1.2cmのかんらん

石も認められる。斜方輝石・単斜輝石も粗粒で，多くは0.2-

3mmの他形粒状結晶である。これらは，マット状の蛇紋石

で置換されているために不明瞭ではあるが，粗粒等粒状の

プロトグラニュラー組織（protogranular texture : Mercier and

Nicolas, 1975）を示す。かんらん石は，特徴的に強い直線的

な劈開性を示し，cleavable olivine になっていることが多い

（6K#571_R1-3，R2-1，R3-1）。このために，鏡下では，一般

写真3 大町海山蛇紋岩（原岩タイプ：レルゾライト）のサンプル研磨

断面写真。

A：レルゾライト質蛇紋岩と脈状かんらん石単斜輝岩（試料

番号：6K#571_R2-1）

B：レルゾライト質蛇紋岩および脈状角閃石単斜輝岩（試料

番号：6K#571_R3-1）

Photo 3 Polished sample slab of serpentinite from Ohmachi SMT. 

A : Serpentinized lherzolite crosscut by olivine clinopyrox-

enite(Sample No. 6K#571_R2-1). 

B : Serpentinized lherzolite crosscut by amphibole clinopy-

roxenite (Sample No. 6K#571_R3-1). 

写真4 大町海山蛇紋岩（原岩タイプ：かんらん石－単斜輝石キュム

レイト）。蛇紋石化したかんらん石単斜輝岩の研磨断面（上）

とその薄片写真（下）。試料番号：6K#571_R1-1。薄片写

真の透明部分はキュムラス単斜輝石。その粒間を変質した

かんらん石（褐色部分）が埋める。ヘテラドキュムレイト組織

を示す。

Photo 4 Polished sample slab of serpentinized olivine clinopyroxen-

ite cumulate (Upper), and the thin section (Bottom), show-

ing a heteradcumulate texture with cumulus  clinopyroxene

(transparent grains) and intercumulus olivine (altered brown

portions). Sample No. 6K#571_R1-1. 
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的な蛇紋岩で観察されるメッシュ状組織を示さない。スピネ

ルは，長径0.2-2.5mmの他形粒状ないし柊木状の残存結晶

である。酸化変質を強く受けていて，鏡下では暗黒色～不

透明である。

4.2. 蛇紋岩（原岩タイプ：かんらん石－単斜輝石キュムレイト）
今回採取された蛇紋岩サンプルの多くは，主要な初生鉱

物としてかんらん石・単斜輝石からなるかんらん石－単斜輝

石キュムレイト質の蛇紋岩である（写真4）。原岩の岩石タイ

プとしては，ウェールライト～かんらん石単斜輝岩～単斜輝

岩に区分され，これらは明瞭なキュムレイト組織を示す。写

真4のかんらん石単斜輝岩（6K#571_R1-1）の場合，長径0.3-

5mm，他形～半自形粒状のキュムラス単斜輝石の粒間を，変

質したインターキュムラスかんらん石が埋めるヘテラドキュム

レイト組織（heteradcumulate）を示す。ウェールライトは，初生

鉱物としては主にかんらん石と少量の単斜輝石からなるが，

一般に変質が著しく，原岩が上部マントル起源のレルゾライ

ト質蛇紋岩との識別は難しい。

かんらん石単斜輝岩は，レルゾライト質蛇紋岩中の小規

模な岩脈ないしベインとしてもしばしば認められる（写真3）。

脈状の産状を示す場合，シャープに母岩のレルゾライトを

切って貫入した岩脈状のもの（写真3A）と不規則にウネウネ

と注入した脈状のもの（写真3B）とがある。後者の場合，角

閃石を伴うことが多く，脈状の角閃石単斜輝岩になっている。

鏡下で観察される角閃石は，ほぼ無色透明で，後述するよう

にパーガサイト質～一部エデナイト質角閃石である

（6K#571_R4-4）。

4.3. 角閃岩
角閃岩は，明瞭な片状組織をもつ（写真5）。主に，肉眼で

は暗緑色～灰緑色，鏡下では淡褐色～帯緑淡褐色のエデ

ナイト質角閃石からなる。写真5の角閃岩（6K#571_R8-4）の

場合，主に自形～半自形の長柱状結晶からなり，鏡下では，

極めて弱い多色性を示す。角閃石のサイズは，長径0 .5-

6mm。中心に均質なエデナイト質コアを持ち，リムは無色透

明でトレモライト質になる。

前述したように，角閃岩は蛇紋岩中に露出するが，周囲の

蛇紋岩との接触関係は観察されていない。産状からは，蛇

紋岩中に包有されたブロックか，あるいは蛇紋岩を貫く苦鉄

質岩脈であると思われる。同様の角閃石は，上部マントル

起源のレルゾライト質蛇紋岩中の脈状単斜輝岩にも多数含

まれており，この角閃石と角閃岩の角閃石とでは鏡下では区

別できない。

5. 構成鉱物の化学組成
しんかい6500潜航調査（#341および#571）によって大町海

山から採取された蛇紋岩試料に含まれている初生的な残存

鉱物および角閃岩中の角閃石の化学組成を検討した。

EPMA分析には，北海道大学大学院理学研究科の波長分

散型マイクロプローブ（日本電子JCMA-733型）を用いた。測

定条件は，加速電圧15kv，試料電流0.02mA，ビーム径1µm。

補正計算にはZAFを使用した 以下の化学組成は，ことわり

の無いかぎり，鉱物コアについて記述する。なお，レルゾライ

ト質蛇紋岩中のスピネルは，著しく酸化変質を受けているた

めに，これまで実施したEPMA分析ではその初生的な化学

組成は得られていない。

5.1. かんらん石
レルゾライト質蛇紋岩（上部マントル起源）に含まれる初生

的かんらん石のMg#（=100Mg/（Mg+Fe））は，一般的な上部

マントルレルゾライトのかんらん石と同様に，89～91である。

今回分析された3試料（6K#571_R1-3，R2-1および#341_1-1）

についてみると，Mg#=89.1～90.8に組成集中域を示す（図4）。

ウェールライト質蛇紋岩（キュムレイト）のかんらん石（#341_2-

2）は，鉄に富み（Mg#=86.6～89.1），組成レンジも広い。脈

状に角閃石単斜輝岩を含むレルゾライト質蛇紋岩（写真

3B：6K#571_R3 -1）のかんらん石は著しく不均質で，

Mg#=87 .9～90 .3である。この試料の場合，上述した

Mg#=90前後の組成集中域を外れて鉄に富むかんらん石が

写真5 大町海山蛇紋岩中の角閃岩の偏光顕微鏡画像（上：クロス

ニコル，下：オープンニコル）。試料番号：6K#571_R8-4。

Photo 5 Photographs of amphibolite under the polarizing microscope

(Upper : crossed nicols, Bottom : open nicol). Sample No.

6K#571_R8-4.
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多数認められ，角閃石単斜輝岩脈をつくったマグマ注入に

よって組成改変されたと思われる。

図4のNiO wt％－Fo mol％ 組成図に示されるように，レル

ゾライト質蛇紋岩に含まれる初生的かんらん石は，上部マン

トルかんらん石の組成領域（Takahashi et al., 1986）にプロッ

トされる。このことは，この蛇紋岩の原岩のレルゾライトが上

部マントル由来であることを意味する。また，ウェールライト質

蛇紋岩（キュムレイト）のかんらん石（#341_2-2）や組成改変

を受けたレルゾライト質蛇紋岩のかんらん石（6K#571_R3-1）

のほぼ半数は，上部マントルかんらん石のNiO wt％－Fo

mol％組成領域にそって鉄に富む。これも，同様に，上部マ

ントル中でのマグマが関与が示唆される。

5.2. 斜方輝石
レルゾライト質蛇紋岩に含まれる初生的斜方輝石は，

Mg#=89.9～90.7（#341_1-1）で，かんらん石と同様に一般的

な上部マントルレルゾライトの斜方輝石に類似する。Cr
2
O
3
や

Al
2
O
3
含有量に乏しく，Cr

2
O
3
=0.22～0.48wt％，Al

2
O
3
=2.66～

3.79wt％である。このCr-Al組成レンジは，比較的Crに富む

海洋性かんらん岩の斜方輝石（例えは，太平洋Hess Deep :

Arai and Matsukage, 1996；大西洋中央海嶺MARK : Niida,

1997）と異なり，大陸性かんらん岩の組成領域（Bonatti et al.,

1992）にプロットされる。

5.3. 単斜輝石
レルゾライト質蛇紋岩（6K#571_R2-1および#341_1-1）に含

まれる初生的単斜輝石は，Mg#=92.7～94.5である。TiO
2
含

有量はやや低く，TiO
2
=0.10～0.24wt％である。また，Na

2
O含

有量も，Na
2
O=0.06～0.19wt％と低い。この蛇紋岩の原岩レ

ルゾライトの涸渇度を見積もるために，海洋性かんらん岩の

単斜輝石の化学組成と比較してみた（図5）。単斜輝石の

100Ti-100Na組成変化図（図5）では，左下に向かってかんら

ん岩の部分融解の程度（涸渇度）が高くなる（例えば，

Girardeu and Francheteu, 1993）。大町蛇紋岩に含まれる単

斜輝石は，左下のTi-Naの乏しいコーナーにプロットされ，Ti-

Naの高い（涸渇度の低い）大陸分離初頭の先海洋性リフトを

代表する紅海Zabargad島（Bonnati et al., 1986；Piccard et al.,

1988）や南極B海山（Niida and Yuasa, 1995）のかんらん岩に

比べて明らかに低く，一方，ほとんどTi-Naを含まない太平洋

Hess Deep（Arai and Matsukage, 1996；Dick and Natland,

1996）よりは明らかに高く，さらに中程度の涸渇度を示す大西

洋中央海嶺MARK地域（Niida, 1997）よりやや高い。

5.4. 角閃石
大町海山の蛇紋岩体中から採取された角閃岩

（6K#571_R8-4）およびレルゾライト質蛇紋岩に含まれる脈状

角閃石単斜輝岩（#341_1-1, #341_2-2, #571_R4-4）の角閃石

コアのEPMA分析を行った。角閃石のMg#は，分析した4試

料全体をみると変化に富み，Mg#=85.1～91.3である。角閃

岩の角閃石は最も鉄に富み，Mg#=85.1～86.1である。また，

特徴的にN a
2
Oに富んでいる。4試料全体をみると，

Na
2
O=1 .52～3 .87wt％である。なかでも，#571_R8-4や

#571_R4-4，#341_2-2の試料中には，アルカリ量（Na
2
O+K

2
O）
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mantle olivine array
(Takahashi et al., 1986)
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図4 大町海山蛇紋岩に含まれる初生的かんらん石コアのNiO

wt％－Fo mol％組成変化図。右下がりの2本線の間の領域は，

上部マントルかんらん石の組成領域（Takahashi et al., 1986）。

Fig. 4 NiO wt%－Fo mol% correlations for primary olivine cores in

the Ohmachi Seamount serpentinite. Solid lines show the

compositional range for olivines from the upper mantle

(Takahashi et al., 1986).

図5 大町海山蛇紋岩に含まれる初生的単斜輝石コアの100Ti-

100Na組成変化図。図の左下に向かってかんらん岩の部分

融解の程度（涸渇度）が高くなる。比較のために，他地域の海

洋性かんらん岩中の単斜輝石をプロット（引用データ：Niida

（1997）Figure 4）。

Fig. 5 100Ti-100Na correlations for primary clinopyroxene cores in

the Ohmachi Seamount serpentinite. Solid line shows a partial

melting trend for suboceanic peridotites. Data plotted for sub-

oceanic peridotites are in Figure 4 caption of Niida (1997).
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が4wt％を越える高温高圧タイプの角閃石（Niida and Green,

1999）が認められる。

角閃石コアの組成をAlIV-Na（A）および Na（M4）-N（A）図

にプロットした（図6）。これらは，全体的にAlIV-Naに富み，

パーガサイト質～エデナイト質である。とくに，角閃岩の角閃

石は，ややAlIVに乏しく，エデナイト質になっている。Niida and

Green（1999）がMPY（MORB pyrolite）組成の融解実験で示

した角閃石の平衡温度を参照すると，試料#341_1-1の角閃

石は900°C以下，試料#571_R8-4，#571_R4-4，および#341_2-

2の角閃石はもっと高温で，約1000°Cの平衡温度を残すもの

も含まれる。Na（M4）-Na（A）図（図6）で明らかなように，試料

#571_R8-4，#571_R4-4，および#341_2-2の角閃石の中にNa

（M4）の高い角閃石が多数認められる。このような特徴は，高

温とともに高圧を示唆し，このことは大町海山の角閃石が上

部マントルかんらん岩と平衡共存できることを意味する。

大町海山の角閃石は，高いTiO
2
含有量で特徴づけられ

る（TiO
2
=0.31～1.35wt％）。なかでも，試料#571_R4-4の角

閃石のTiO
2
量は0.6wt％以上で，1wt％以上の角閃石も多数

認められる。試料#571_R8-4の角閃石のK
2
O量は，他の試

料に比べて高い（K
2
O=0.45～0.61wt％）。TiO

2
/K

2
O比に注

目すると，試料#341_1-1の角閃石はTiO
2
/K

2
O比が4以上，試

料#571_R8-4，#571_R4-4，および#341_2-2の角閃石は

TiO
2
/K
2
O比が1～4である（図7）。

6. 蛇紋岩の性質とその起源
（1）大町海山南側半島部の西側斜面基底付近には，広く

蛇紋岩が露出する。蛇紋岩の原岩タイプは，残存する初生鉱

物の種類と岩石組織および鉱物の化学組成の特徴から，上

部マントルに由来するレルゾライト質かんらん岩と主にかんら

ん石・単斜輝石からなるウェールライト～かんらん石単斜輝

岩～単斜輝岩質キュムレイトの2つのタイプに識別される。

（2）上部マントルかんらん岩起源のレルゾライト質蛇紋岩

には，初生的なかんらん石・斜方輝石・単斜輝石・スピネル

が含まれる。この上部マントルかんらん岩は，玄武岩質マグ

マ成分に『やや涸渇した』レルゾライトであったと考えられる。

この推定は，かんらん岩がかなりの量の斜方輝石・単斜輝石

を含むこと，かんらん石・斜方輝石のMg#が90前後であるこ

と，などによっている。また，単斜輝石のTi-Na量が大西洋中

央海嶺MARK地域のかんらん岩の単斜輝石（Niida, 1997）よ

りもやや高いことも，『やや涸渇した』レルゾライトであったと

いう推定を支持している。このような単斜輝石をもつかんらん

岩は，肥沃なかんらん岩で特徴づけられる大陸性かんらん

岩や大陸分離初頭につくられた先海洋性リフトを代表する紅
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図6 角閃石コアのAl IV-Na（A）図（上）および Na（M4）-Na（A）図

（下）。分析試料は，角閃岩（#571_R8-4）およびレルゾライト質

蛇紋岩（#341_1-1，#341_2-2，#571_R4-4）。

Fig. 6 Al IV-Na(A) (upper) and  Na(M4)-Na(A) (bottom) correlations

for amphibole cores from  the Ohmachi Seamount (SMT).

Isotherm lines of 900°C, 1,000°C, and 1,100°C are for MPY

(MORB pyrolite) pargasitic amphiboles (Niida and Green,

1999).

Pa : pargasite, Ed : edenite, Ri : richterite, Ts : tschermakite,

Gl : glaucophane, Tr : tremolite.
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図7 角閃石コアのTiO
2
-K

2
O組成変化図。分析試料は，角閃岩

（#571_R8-4）およびレルゾライト質蛇紋岩に含まれる脈状角閃

石単斜輝岩（#341_1-1，#341_2-2，#571_R4-4）。

Fig. 7 TiO
2
-K

2
O correlations for amphibole cores in amphibolite

(571_R8-4) and amphibole clinopyroxenite veins in serpen-

tinized lherzolites (#341_1-1, #341_2-2, #571_R4-4) from the

Ohmachi Seamount (SMT).
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海Zabargad島（Bonnati et al., 1986；Piccard et al., 1988）や南

極B海山（Niida and Yuasa, 1995）のかんらん岩に比べて明ら

かにマグマ成分に涸渇しており，超低速の拡大速度で知ら

れる南西インド洋海嶺（SWIR）のかんらん岩（Dick, 1989）よ

りもやや涸渇している。一方，大町海山の単斜輝石は，ほと

んどTi-Naを含まない太平洋Hess Deep（Arai and Matsukage,

1996；Dick and Natland, 1996）よりは明らかに高いTi-Naをも

つ。伊豆－小笠原－マリアナ前弧海域で採取されている蛇

紋岩は，母島海山・チャモロ海山・パックマン海山など，著し

く涸渇したかんらん岩の性質を示す（石井ほか，2000）。した

がって，大町海山の蛇紋岩は，やや涸渇したかんらん岩の性

質を示すが，太平洋地域ではかなり肥沃なかんらん岩の特

徴をもっている。このようなかんらん岩のセッティングを推定す

るならば，おそらく，大陸縁辺部の下の上部マントルかんらん

岩が最も近い候補であり，超低速の拡大速度をもつ海域下

の海洋性かんらん岩も候補となりうる。

（3）大町海山蛇紋岩の原岩タイプとしては，マグマ溜まり・

マグマ通路でつくられたと思われるキュムレイトが多産する。

このマグマのタイプや性質を解明する仕事は今後の課題で

ある。ここでは，蛇紋岩分布域から採取された角閃岩の角

閃石およびレルゾライト質蛇紋岩の中の脈状角閃石単斜輝

岩の角閃石の化学組成に注目した。大町海山蛇紋岩の起源

となった上部マントルに関与したマグマは何か？を考察する

ためである。前述したように，大町海山の角閃石は，高いAlIV，

Na（A）および Na（M4）で特徴づけられ，高温・高圧タイプの

角閃石（Niida and Green, 1999）に類似する。このことは，大

町海山の角閃石が，上部マントルかんらん岩と平衡共存可

能であることを意味する。角閃石のTiO
2
/K
2
O比に注目すると，

大町海山の角閃石（#571_R8-4，#571_R4-4，および#341_2-2）

は，TiO
2
/K

2
O=1～4である。大陸性のランプロアイトマグマは

著しくK
2
Oに富み，ボニナイトや高マグネシア安山岩質マグマ

はTiO
2
に乏しいために，TiO

2
/K

2
O比は1以下である（Ozawa,

1988）。したがって，大町海山の角閃石は，このような

TiO
2
/K
2
O比が1以下のマグマの関与ではできそうにない。
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